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特集｜小口径管路の非開削建設技術〈複数の曲線施工で力を発揮するジャット工法〉

はじめに1 .
　今では，小口径管推進工法で長距離・曲線施工を行
うことはそんなに珍しいことではなくなりましたが
本稿ではその技術の中の一つである急曲線R＝30m，
推進距離200〜300mを可能にする，ジャット工法を
ご紹介いたします。
　工法の概要に続いてジャット工法における，曲線を
施工するために独自に考案したCCDカメラセンサと
GPS電磁波測量についての説明と，長距離施工のため
の滑材注入管とポンプ筒の説明，そして施工例を紹介
いたします。

ジャット工法の概要2 .
　ジャット工法は分類すると，小口径管推進工法・高
耐荷力管推進工法・泥水式の一工程方式に分類されま
す（図−1）。

　本工法は，泥水式を採用しています。
偏心回転運動を行うカッタヘッドとク
ラッシャを備えた掘進機を先導体とし
て，元押装置，流体輸送装置，泥水処理
装置および滑材注入装置等により構成さ
れています。
　ジャット工法は，呼び径350〜700の
管径に対応しており，小口径管推進にお
いて長距離，急曲線の施工を可能にした
工法です。
　本工法の特徴はその測量システムにあ
ります。
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図−1　小口径管推進工法の分類

図−2　ジャット工法イメージ




